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広告 広告

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

市
は
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
行

い
ま
す
。
犬
を
登
録
済
み
の
人
は
、

市
が
郵
送
す
る
問
診
票
を
記
入
し
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
飼
い
主
に
は
、
次
の
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
生
後
９１
日
以
上
の
犬
を
登
録
し
、

鑑
札
の
交
付
を
受
け
る
▼
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
さ
せ
、
注

射
済
票
の
交
付
を
受
け
る
▼
鑑
札
と

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
犬
に
着
け

る登
録
は
集
合
注
射
会
場
で
も
で
き
ま

す
。
登
録
と
注
射
を
忘
れ
ず
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

【
日
時
・
場
所
】

左
表
の
と
お
り

【
料
金
】

注
射
＝
３
千
２
０
０
円

登
録
＝
３
千
円

京
都
府
獣
医
師
会
所
属
の
動
物
病
院

で
も
接
種
で
き
ま
す
。
同
会
所
属
の

動
物
病
院
・
集
合
注
射
以
外
で
接
種

し
た
場
合
は
、
接
種
を
証
明
で
き
る

も
の
を
環
境
課
に
提
出
し
、
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
転
入
・
死
亡
は
届
け
出
を

犬
が
転
入
・
死
亡
し
た
と
き
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。
他
市
区
町
村
で
登

録
し
た
犬
は
、
転
入
手
続
き
で
鑑
札

を
無
償
交
換
し
ま
す
。

■
鑑
札
は
迷
子
札
に
も

鑑
札
や
注
射
済
票
は
迷
子
札
に
も
な

り
ま
す
。
紛
失
し
た
場
合
は
再
交
付

し
ま
す
。

再
交
付
手
数
料
＝
▼
鑑
札
…

１
千
６
０
０
円
▼
注
射
済
票
…

３
４
０
円

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

環
境
課
（
☎
６４
・
１
３
６
６
）

国
民
年
金

■
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
加
入
者
が

６０
歳
ま
で
に
退
職
し
た
場
合
、
本
人

と
本
人
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
（
第

３
号
被
保
険
者
）
は
、
国
民
年
金
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
忘

れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
が
減

額
さ
れ
た
り
受
給
が
で
き
な
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加

入
す
る
場
合
、
自
身
で
の
手
続
き
は

不
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
年
金
手

帳
・
印
鑑
・
退
職
日
が
分
か
る
書
類

（
離
職
票
な
ど
）・
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

■
学
生
は
納
付
猶
予
あ
り

学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
人
は
、
申
請
す
る
と
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
未
納
や
申
請
遅
れ
が

あ
る
と
、
病
気
な
ど
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
、
障
害
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

猶
予
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
１０

年
以
内
に
納
付
す
れ
ば
年
金
受
給
額

を
増
や
せ
ま
す
。

対
象
＝
大
学
（
大
学
院
・
短
期
）・

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
・
学
校
教
育
法
で
規
定
す
る
修

業
課
程
が
１
年
以
上
の
各
種
学
校
な

ど
に
在
学
す
る
２０
歳
以
上
で
、
前
年

の
所
得
が
基
準
額
以
下
の
人

基
準
額
は
、
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親

族
な
ど
の
数
×
３８
万
円
で
す
。
た
だ

し
、
基
準
額
を
超
え
る
所
得
が
あ
っ

て
も
、
離
職
者
は
離
職
票
な
ど
を
添

付
す
れ
ば
納
付
猶
予
が
認
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
＝
在
学
期
間
が
分
か
る
学

生
証
（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）・
年

金
手
帳
・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）・
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

▼
京
都
南
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）
▼
市

民
年
金
課
（
☎
６４
・
１
３
３
３
）

市
税
の
納
付
は

口
座
振
替
・
コ
ン
ビ
ニ
で

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
市
・

府
民
税（
普
通
徴
収
）、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）
は
、

口
座
振
替
で
納
付
で
き
ま
す
。
一
度

手
続
き
す
る
と
翌
年
度
以
降
も
継
続

さ
れ
、納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。

取
扱
金
融
機
関
＝
京
都
銀
行
・
南
都

銀
行
・
京
都
信
用
金
庫
・
京
都
中
央

信
用
金
庫
・
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協

同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

手
続
方
法
＝
振
替
を
希
望
す
る
月
の

前
月
ま
で
に
、
取
扱
金
融
機
関
へ
通

帳
・
届
出
印
・
納
税
通
知
書
か
納
付

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
市
内
の
取
扱
金
融
機
関
に
あ
り
ま

す
。
市
外
に
あ
る
取
扱
金
融
機
関
で

手
続
き
す
る
人
に
は
、
申
込
書
を
郵

送
し
ま
す

納
税
通
知
書
・
納
付
書
が
な
い
場
合

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
府
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
の
納
付
書
で
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
字
さ
れ
た
も
の
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま

す
。

問
合
せ
先
＝
▼
税
務
課
（
☎
６４
・

１
３
１
８
）
▼
国
保
医
療
課
（
☎

６４
・
１
３
３
２
）

ス
プ
レ
ー
缶
の
ご
み
は
中
身
を

使
い
切
り
、
穴
を
開
け
な
い
で

市
は
、
４
月
か
ら

ス
プ
レ
ー
缶
の

ご
み
の
出
し
方

を
変
更
し
ま
す
。

使
用
済
み
ス
プ

レ
ー
缶
の
穴
開

け
に
よ
る
火
災

や
事
故
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
ス
プ
レ
ー
缶
の
ご
み
は
、
こ
れ

ま
で
「
中
身
を
使
い
切
り
、
穴
を
開

け
て
」
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
「
中
身
を
使
い
切
り
、

穴
を
開
け
ず
に
」出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
中
身
が
残
っ

て
い
る
と
、
ご
み
処
理
施
設
や
ご
み

収
集
車
の
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

中
身
は
必
ず
使
い
切
っ
て
く
だ
さ

い
。
使
い
切
れ
な
い
と
き
は
、
環
境

衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
甘
南
備
園
（
☎
６２
・

４
３
２
８
）

火
葬
料
補
助

６
カ
月
以
内
に
申
請
を

市
は
、
市
民
が
死
亡
・
死
産
し
た
場

合
の
火
葬
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
額
＝
申
請
者
が
負
担
し
た
火
葬

料
か
ら
、
利
用
し
た
火
葬
場
が
あ
る

市
町
村
の
住
民
が
負
担
す
る
火
葬
料

を
差
し
引
い
た
額
の
２
分
の
１
（
上

限
４
万
円
。
平
成
３１
年
３
月
３１
日
以

前
に
火
葬
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、

上
限
３
万
円
）

申
請
方
法
＝
環
境
課
に
あ
る
申
請
書

に
、
火
葬
許
可
証
・
火
葬
料
領
収
書

の
写
し
を
添
え
、
火
葬
許
可
日
か
ら

６
カ
月
以
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
請
・
問
合
せ
先
＝
環
境
課
（
☎

６４
・
１
３
６
６
）

生
産
緑
地
地
区

変
更
案
の
縦
覧

生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画
の
変
更

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間
＝
４
月
８
日
㈪
～
２２
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
＝
計
画
交
通
課

問
合
せ
先
＝
計
画
交
通
課
（
☎
６３
・

１
２
１
９
）

立
地
適
正
化
計
画
を
作
成

市
は
、
効
率
的
で
機
能
的
な
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
に
向
け
、
計
画

的
な
土
地
利
用
を
進
め
る
た
め
、
そ

の
方
針
と
な
る
「
京
田
辺
市
立
地
適

正
化
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
計
画
交
通

課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
立
地
適
正
化
計
画
と
は

将
来
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
備

え
、住
環
境
や
生
活
利
便
性
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
た
め
、
住
宅
や
生
活
利

便
施
設
の
適
正
な
立
地
を
進
め
る
た

め
の
計
画
で
す
。

■
計
画
期
間

平
成
３１
年
～
平
成
５２
年（
２
０
４
０
年
）

■
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

拠
点
ご
と
の
特
性
に
応
じ
た
機
能
の

充
実
・
強
化
を
通
じ
た
市
街
地
の
更

新
と
、
新
た
な
魅
力
の
創
出
に
よ
る

「
暮
ら
し
」
の
質
を
高
め
る
ま
ち
づ

く
り

■
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

▼
中
心
拠
点
・
地
域
拠
点
・
暮
ら
し

の
生
活
圏
の
充
実
・
強
化
を
図
る

▼
中
心
拠
点
と
地
域
拠
点
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
の
高
い
エ
リ
ア
へ
の
居
住
を

誘
導
す
る

▼
充
実
し
た
公
共
交
通
を
活
か
し
た
交

通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る

■
区
域
の
設
定

▼
人
口
が
減
少
す
る
局
面
を
迎
え
て

も
、
一
定
エ
リ
ア
で
人
口
密
度
を
維

持
す
る
こ
と
で
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続
的
に
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
居
住
を
誘
導
す
べ
き
区

域（
居
住
誘
導
区
域
）を
定
め
ま
し
た
。

▼
商
業
な
ど
の
都
市
機
能
を
中
心
拠

点
や
地
域
拠
点
に
誘
導
・
集
約
す
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス

の
効
率
的
な
提
供
を
図
る
区
域
（
都

市
機
能
誘
導
区
域
）を
定
め
ま
し
た
。

▼
居
住
者
の
共
同
の
福
祉
や
利
便
性

を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
都

市
機
能
誘
導
区
域
内
に
誘
導
す
る
施

設
（
誘
導
施
設
）
を
定
め
ま
し
た
。

■
届
出
制
度

次
の
場
合
に
は
、
３０
日
前
ま
で
に
行

為
の
種
類
・
場
所
な
ど
に
つ
い
て
市

長
へ
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
居
住
誘
導
区
域
外
で
、
一
定
規
模

以
上
の
住
宅
開
発
な
ど
を
行
お
う
と

す
る
場
合

▼
都
市
機
能
誘
導
区
域
外
で
、
誘
導

施
設
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
場
合

▼
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
で
、
誘
導

施
設
を
休
止
・
廃
止
し
よ
う
と
す
る

場
合

【
問
合
せ
先
】

計
画
交
通
課
（
☎
６３
・
１
２
１
９
）

市
民
委
員
を
募
集

■
都
市
計
画
審
議
会

市
は
、
都
市
計
画
審
議
会
の
市
民
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
同
審
議
会
は
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
し
、
市
が
定

め
る
各
種
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
す
る
機
関
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
し
、
平
日
昼
間

に
開
く
審
議
会
（
年
４
回
程
度
）
に

出
席
で
き
る
７
月
１
日
現
在
１８
歳
以

上
の
人

任
期
＝
７
月
１
日
か
ら
２
年
間
。
報

酬
あ
り

募
集
人
数
＝
６
人
以
内
。
多
数
の
場

合
は
応
募
書
類
で
選
考
し
、
結
果
は

全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

応
募
方
法
＝
任
意
の
用
紙
に
、住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
６
０
０
字
程
度
）・

同
審
議
会
で
活
用
で
き
る
経
験
（
地

域
活
動
な
ど
）
が
あ
る
場
合
は
そ
の

経
歴
を
書
い
て
、
持
参
・
郵
送
し
て

く
だ
さ
い

応
募
期
間
＝
４
月
８
日
㈪
～
２２
日
㈪

応
募
・
問
合
せ
先
＝
計
画
交
通
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不

要
〉、
☎
６３
・
１
２
１
９)

■
男
女
共
同
参
画
審
議
会

市
は
、
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
市

民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
同
審
議
会

は
、
男
女
が
と
も
に
尊
重
し
あ
い
、

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
男

女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
く
施
策
や

新
し
い
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

し
、
平
日
昼
間
に
開
く
審
議
会
（
年

３
回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
８
月
１

日
現
在
１８
歳
以
上
の
人

任
期
＝
８
月
１
日
か
ら
２
年
間
。
報

酬
あ
り

募
集
人
数
＝
２
人
。
多
数
の
場
合
は

応
募
書
類
で
選
考
し
、
結
果
は
全
員

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

応
募
方
法
＝
任
意
の
用
紙
に
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
・
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
と

所
在
地
（
市
外
の
人
）・
応
募
動
機

や
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
考
え

（
４
０
０
字
程
度
）・
同
審
議
会
で
活

用
で
き
る
経
験
（
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
活
動
な
ど
）
が
あ
る
場
合
は

そ
の
経
歴
を
書
い
て
、
持
参
・
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
限
＝
５
月
７
日
㈫

応
募
・
問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不

要
〉、
☎
６４
・
１
３
１
４
）

京
田
辺
市
長
選
挙

公
開
討
論
会

日
に
ち
＝
４
月
１０
日
㈬

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時
（
受
け
付

け
は
午
後
６
時
か
ら
）

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
京
田
辺
市
長
選
の
立
候
補
予

定
者
に
よ
る
公
開
討
論
会

定
員
＝
先
着
４
０
０
人

問
合
せ
先
＝
（
一
社
）山
城
青
年
会
議

所
事
務
局
（
☎
８２
・
６
７
１
１
、
℻

９４
・
２
０
４
１
）

体
験
型

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
対
策
講
座

日
に
ち
＝
４
月
２４
日
㈬

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

の
手
口
や
対
処
法
に
つ
い
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
な
が
ら
、
専
門

家
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す

テ
ー
マ
＝
▼
管
内
の
犯
罪
情
勢
と
防

犯
対
策
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
消
費
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
▼
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
疑
似
体
験

定
員
＝
先
着
２０
人

申
込
方
法
＝
電
話
・
℻
・
電
子
メ
ー

ル
で「
体
験
講
座
受
講
希
望
」・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
☎
６４
・
１
３
１
９
、
℻

６４
・
１
３
５
９
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sangyo@
city.kyotanabe.lg.jp

）

▼
田
辺
警
察
署
生
活
安
全
課
（
☎

６３
・
０
１
１
０
、
℻
６２
・
６
１
８
３
）

京
都
府
女
性
の
船

参
加
者
募
集

地
域
や
職
場
で
活
躍
す
る
女
性
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
「
京
都
府
女
性
の

船
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
＝
６
月
７
日
㈮
～
１０
日
㈪
（
３

泊
４
日
）

５
月
２５
日
㈯
・
７
月
６
日
㈯
に
事
前
・

事
後
研
修
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人▼
府
内
に
在
住
・
通
勤
す
る
２０
歳
以

上
の
健
康
な
女
性
で
、
す
べ
て
の
研

修
に
参
加
で
き
る
▼
「
京
都
府
女
性

（
婦
人
）
の
船
」
の
修
了
生
で
、
研

修
の
経
験
を
生
か
し
て
現
在
就
業
・

活
動
し
て
い
る
人（
平
成
２９
年
度「
第

３７
回
女
性
の
船
」の
参
加
者
を
除
く
）

訪
問
先
＝
北
海
道

定
員
＝
１
０
０
人
。多
数
の
場
合
は
、

応
募
書
類
で
選
考
し
ま
す

参
加
費
＝
３
万
５
千
円
程
度

申
込
方
法
＝
市
民
参
画
課
か
女
性

交
流
支
援
ル
ー
ム
に
あ
る
申
込
書

と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
市
民
参
画
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不

要
〉）
へ
持
参
・
郵
送
し
て
く
だ
さ

いし
め
き
り
＝
４
月
２６
日
㈮
（
必
着
）

問
合
せ
先
＝
京
都
府
男

女

共

同

参

画

課
（

☎

０
７
５
・
４
１
４
・
４
２
９
１
、
℻

０
７
５
・
４
１
４
・
４
２
９
３
）

京
田
辺
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

無
二
荘
の
牡
丹
園
を
楽
し
む

日
に
ち
＝
４
月
２０
日
㈯（
雨
天
中
止
）

集
合
時
間
・
場
所
＝
午
後
０
時
３０
分
・

Ｊ
Ｒ
京
田
辺
駅
（
午
後
４
時
３０
分
ご

ろ
解
散
）

コ
ー
ス
＝
天
王
バ
ス
停
→
極
楽
寺
→

無
二
荘
牡
丹
園
（
特
別
入
園
）
→
大

御
堂
観
音
寺
→
筒
城
宮
伝
承
地
→
Ｊ

Ｒ
同
志
社
前
（
約
６
㎞
）

水
筒
・
雨
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
＝
先
着
５０
人

参
加
費
＝
３
０
０
円

観
音
寺
拝
観
料
４
０
０
円
（
希
望
者

の
み
）・
バ
ス
代
２
３
０
円
が
別
途

必
要
で
す
。

申
込
方
法
＝
電
話
か
電
子
メ
ー
ル

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参

加
人
数
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
（
駅
ナ
カ
案
内
所

内
、
☎
６８
・
２
８
１
０
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
スinfo@kyotana.be

）

普
通
救
命
講
習

日
に
ち
・
場
所
＝
▼
４
月
１２
日
㈮
…

消
防
署
北
部
分
署
▼
４
月
１３
日
㈯
…

消
防
署

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

内
容
＝
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

の
講
習
。
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
技
術

を
習
得
し
た
人
に
は
修
了
証
を
発
行

し
ま
す

定
員
＝
各
日
先
着
１０
人

申
込
方
法
＝
前
日
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
消
防
署
（
☎

６３
・
１
１
２
５
）
▼
消
防
署
北
部
分

署
（
☎
６５
・
０
１
１
９
）

十
三
ま
い
り

日
に
ち
＝
４
月
１３
日
㈯

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
大
住
虚
空
蔵
堂
（
そ
よ
か
ぜ

幼
稚
園
西
）

内
容
＝
毎
年
４
月
１３
日
に
、
数
え
で

１３
歳
に
な
っ
た
子
ど
も
が
、
知
恵
や

福
徳
を
授
か
る
た
め
お
参
り
す
る
行

事問
合
せ
先
＝
▼
森
（
☎
６２
・

２
１
０
９
）
▼
橋
本
（
☎
・
℻
６２
・

１
６
７
６
）

天皇陛下の退位に便乗し
て、皇室アルバムの購入を持
ちかける電話勧誘が増えてい
ます。
【事例①】
高齢の母のところに皇室ア
ルバムの購入を勧める電話が
何度もあり困っている。母は
断っているようだが聞いてくれ
ないようだ。こちらから電話
をして断りたいが連絡先が分
からない。

【事例②】
電話で「天皇陛下のアルバ
ムを買わないか」と言われ興
味があったので話を聞いた。
定価 70,000 円だが、今なら
半額で買えると言われた。最
終的には断ったつもりだった
が商品が届いた。
【被害防止のポイント】
▼話を聞いてしまうと断り
にくくなります。しつこい勧誘
の電話があっても「いりませ
ん」「お断りします」ときっぱ
り、はっきり断り、話は聞か
ずに電話を切りましょう。断っ
ている人に再度勧誘すること

は法律で禁止されています。
▼注文や承諾をしていない

商品が届いた場合は、宅配業
者に「受け取り拒否」を申し
出ましょう。誰が注文したか分
からない荷物は受け取らない
ということを家族で決めてお
くのも一つの方法です。
▼電話勧誘で商品を購入し

た場合、契約書を受け取って
から8日以内ならクーリングオ
フ（契約解除）することがで
きます。
困ったときはすぐに消費生
活センターに相談してください。
相談・問合せ先＝消費生活

センター（産業振興課内、☎
63-1240〈平日午前 9 時～午
後 4 時。正午～午後 1時を
除く〉）

消火器の点検業者が住宅を訪問し、「この消火
器は古くて使えない。買い替える必要がある」など
と言って、高額で消火器の点検（薬剤の詰め替え）
や販売を勧める事例が発生しています。一般家庭
では、法令による消火器の点検・設置の義務はあ
りません。また、消防職員や消防団員が訪問し、
消火器を販売することはありません。
被害に遭わないよう、次の点に注意してください。
▼身分証明書の提示を求める
▼怪しいと思ったら、はっきりと点検や販売を拒否する
▼すぐに契約書などに署名・押印をしない
▼相手が脅迫行為を行った場合は、速やかに警

察に通報する
万一、契約してしまった場合は、契約日から8日

以内ならクーリングオフが可能です。困ったときは
すぐに相談してください。
相談・問合せ先＝▼消防本部予防課（☎ 63-

7826）▼消費生活センター（☎ 63-1240）


